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当法人では、ご利用者へより質の高いケアを提供するため、何よりも「職員の働

きやすさとやりがい」を大切にしています。 

その一環として、私たちは「福祉・介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）ロ」を取得し、職

員の処遇改善やキャリアアップの支援、職場環境の向上に努めています。  

国が定める「見える化要件」に基づき、当法人の具体的な取り組みについて皆さ

まにご紹介いたします。 

作成日：令和 8 年 7 月 14 日 

 

職員の働きやすさ・職場環境の改善（定着・健康管理） 

職員が心身ともに健康で、安心して長く働き続けられる環境をハード・ソフトの両面から整備し

ています。 

● 柔軟で公平なシフト作成と体制強化 

o 希望休暇をしっかりと反映させたシフト作成を実施。 

o 担当業務を「正・副の 2名体制」とすることで業務負担を分散し、属人化を防ぎ、

急な休みにも対応できる体制を構築（⑫）。 

● 多様な人材の活躍推進（ダイバーシティ） 

o 法人の障害者雇用率は 4.79%（R8報告）と、高い水準を維持しています（⑬）。 

o 車椅子の職員を採用・サポートした実績があり、段差解消などのハード面はもち

ろん、無理のない勤務シフトの柔軟な配慮など、ソフト面でも一人ひとりの状況に

寄り添った環境を整えています（⑬）。 

● メンタルヘルス＆ハラスメント対策の徹底 

o 職員の心に寄り添う「こころの健康相談」を定期実施。 

o 「ハラスメントメール相談窓口」を設置し、迅速かつ適切に対応・解決できる仕組

みを整備（⑭）。 

● 徹底した健康管理とリフレッシュ支援 

o 全職員を対象とした「ストレスチェック」および「定期健康診断」の確実な実施。 

o 休憩室にマッサージチェアを設置するなど、日々の疲れを癒やせるリフレッシュ

環境の整備（⑮）。 
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業務効率化・ICT活用（テクノロジーによる負担軽減） 

ICTツールを導入し、手書きや二重入力の手間を省き、直接ケアに集中できる環境をつくって

います。 

● 最先端ソフト・デバイスの活用による情報共有の迅速化 

o 介護記録や請求の一元管理に強い「ほのぼの」ソフトを活用。 

o 現場にタブレット端末やノートパソコンを導入し、その場でのスマートな記録入力

を実現（㉑）。 

o 利用者の状態をスムーズに引き継ぐため、「サービス提供書」などの各種計画・

報告書をデジタルでスピーディに共有（⑳）。 

● バックオフィス（事務作業）のスマート化 

o 打刻やシフト連動をスムーズにする「勤怠システム」の導入。 

o ペーパーレス化や情報共有を円滑にするため、サーバー等の「共有ファイル」を

整備。 

o 事務コスト削減のため、コピー機等の同時リース・更新を検討（㉔）。 
 

 

 

リフト・福祉用具の導入（ノーリフティング・安全対策） 

「抱え上げない介護（ノーリフティング）」を推進し、職員の腰痛予防と利用者の安全・安楽を両

立しています。 

● 移乗・移動時の負担軽減 

o 「移乗用リフト」を積極的に現場で活用し、職員の身体的負担（特に腰痛リスク）を

大幅に低減（⑯, ㉒）。 

● 入浴支援の省力化 

o 身体を優しく効率的に洗浄できる「ミスト浴（シャワー入浴装置）」を導入し、入浴

介助の負担を緩和（㉒）。 

● 夜間の安心と見守りの強化 

o 「見守りカメラ」を導入。訪室の頻度を最適化し、職員の夜間巡視の精神的・身体

的負担を減らすとともに、利用者の安全性を確保（㉒）。 
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役割分担と業務のスリム化（間接業務の切り出し） 

専門職が本来の「直接ケア」に専念できるよう、周辺業務の切り出しと外部・専門人材の活用を

進めています。 

● 専門人材の配置と外部パートナーの活用 

o 清掃・洗濯・事務などの間接業務を行う「間接業務の専門職」を採用。 

o 地域のシルバー人材センターを積極的に活用し、業務を切り分けることで、生活

支援員が利用者へのケアに集中できる環境を担保（㉓）。 

 

 

 

組織内コミュニケーション・意思決定の仕組み 

風通しの良い職場を作り、ケアの質を向上させるための会議・委員会体制を機能させていま

す。 

● 全社的な経営・方針の共有 

o 法人・事業所の方向性を決める「経営企画会議」、各現場の声を反映する「定期

職員会議」、および専門テーマごとの「委員会（育成、事故防止、感染症等）」を設

置・運営（⑱）。 

● 現場に即した細やかな情報共有 

o 施設毎の「業務会議」や各種委員会を細やかに開催し、多職種連携とケアの標

準化・リスクマネジメントを徹底（㉕）。 

 

 

地域共生・社会貢献・連携（開かれた施設づくり） 

地域社会の一員として信頼され、次世代へ福祉の魅力を伝えるための取り組みを幅広く展開し

ています。 

● 次世代へ届ける「福祉の魅力」と地域交流 

o 「地域貢献活動部会」を立ち上げ、地域に根ざした活動を積極的に行っていま

す。地元の保育園や子ども会とタイアップしたイベント・季節行事を開催し、子ども

たちと笑顔で触れ合える場をつくっています。 

o NPO法人未来図書館が主催する、子どもたちが社会人と触れ合うキャリア教育

プログラム「未来パスポート」への積極的な参加。 

o 地域の小中学校に向けた出前授業「福祉の仕事」に参加し、福祉の魅力ややり

がいを直接届ける活動を展開。 
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● 地域や家族とつなぐ多角的な対話の場 

o 地域住民や専門職が集う「地域連携推進会議」、利用者のご家族との絆を深め

る「家族会議」、そして施設の透明性を高める「運営協議会」を定期的に開催し、

地域に根ざした信頼される施設運営を実践（㉘）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
社会福祉法人 新生会 


